
古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て

－
　
高
山
寺
本
古
往
来
と
垂
髪
往
来
と
の
比
較

来
　
　
田

隆

目
　
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
高
山
寺
本
古
往
来
と
垂
髪
往
来
に
つ
い
て

三
、
異
な
り
語
数
と
延
べ
語
数

四
、
品
詞
別
語
彙
量

五
、
漢
語
と
和
語

六
、
共
通
語
彙

七
、
お
わ
り
に一

、
は
　
じ
　
め
　
に

古
往
来
の
語
彙
に
関
し
て
は
、
石
川
謙
博
士
が
、
教
育
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
語
彙
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
ら
れ
紀
が
、

国
語
史
研
究
上
か
ら
は
、
漢
語
語
彙
や
敬
語
語
彙
が
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
語
彙
の
総
体
を
対
象
と
す
る
研
究
と
な

（2）

る
と
、
雲
州
往
来
に
関
す
る
三
保
忠
夫
氏
の
も
の
が
あ
る
の
み
で
、
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
課
題
で
あ
る
。

古
往
来
の
み
な
ら
ず
、
和
化
漢
文
資
料
に
関
す
る
語
彙
研
究
の
立
ち
遅
れ
は
、
使
用
さ
れ
る
文
字
列
（
漢
字
）
が
、
い
か
な
る
語
形
を
表
記

し
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
の
点
で
、
古
往
来
に
は
、
文
範
と
し

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

て
の
教
育
的
配
慮
か
ら
も
、
訓
点
を
付
す
る
資
料
が
少
な
く
な
く
、
和
化
漢
文
研
究
上
の
有
力
資
料
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
古
往
来
は
消
息
文
例
集
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
表
現
内
容
は
、
書
簡
と
し
て
、
特
定
個
人
の
読
者
を
対
象
と

し
、
事
柄
の
伝
達
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
文
例
集
と
し
て
、
様
々
な
用
途
に
対
応
す
べ
く
、
で
き
る
だ
け
異
な
る
題
材
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
和
化
漢
文
と
い
う
表
現
形
式
を
用
い
る
以
上
、
そ
の
語
彙
構
造
は
、
和
化
漢
文
一
般
の
語
彙
構
造

と
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
二
点
の
古
往
来
を
取
り
上
げ
、
そ
の
語
彙
の
構
造
を
、
0
品

詞
別
語
彙
量
、
0
漢
語
と
和
語
、
臼
共
通
語
彙
の
観
点
か
ら
、
計
量
的
方
法
に
よ
っ
て
、
相
互
比
較
し
っ
つ
、
両
者
の
共
通
性
に
視
点
を
置

い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

二
、
高
山
寺
本
古
往
来
と
垂
髪
往
来
に
つ
い
て

高
山
寺
本
古
往
来
は
、
院
政
期
に
書
写
さ
れ
た
、
往
来
物
の
最
古
の
形
態
の
一
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
豊
富
な
訓
点
を
有
す
る
。
本
書

の
文
献
学
的
研
究
や
国
語
史
料
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
は
、
『
高
山
寺
資
料
叢
書
』
第
二
冊
　
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
（
昭
和
四
七

年
）
所
載
の
築
島
裕
博
士
、
小
林
芳
規
博
士
、
奥
田
勲
氏
等
の
所
論
に
詳
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
書
に
は
五
十
六
通
の
書
状
が
収
め
ら
れ
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
日
付
、
差
出
人
名
、
宛
名
を
持
た
な
い
。
内
容
は
、
借
用
に
関
す
る
も
の
、
人
事
、
犯
罪
に
関
す
る
も
の
、
音
楽
、

雑
芸
に
関
す
る
も
の
、
興
宴
誘
引
に
関
す
る
も
の
等
、
様
々
で
あ
っ
て
、
実
際
に
や
り
と
り
さ
れ
た
書
状
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
全
体
的
統
一
に
は
欠
け
る
の
で
あ
っ
て
、
往
来
物
と
し
て
の
古
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
編
者
は
、
真
言
宗

僧
の
手
に
成
る
も
の
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
の
成
立
ゆ
え
、
丁
寧
語
は
「
侍
」
専
用
で
あ
る
。

高
山
寺
本
古
往
来
と
比
較
対
照
す
べ
く
、
鎌
倉
時
代
成
立
の
垂
髪
往
来
を
取
り
上
げ
る
。
本
書
は
、
『
国
書
総
目
録
』
に
依
れ
ば
、
応
安
四

年
書
写
の
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
の
ほ
か
、
尊
経
閣
文
庫
本
を
転
写
し
た
東
大
史
料
編
纂
所
本
と
、
江
戸
川
乱
歩
蔵
本
が
存
す
る
。
尊
経
閣
文
庫

本
は
、
石
川
謙
博
士
に
よ
っ
て
、
翻
刻
ざ
れ
て
い
る
（
『
日
本
教
科
書
大
系
』
第
二
巻
　
古
往
来
日
豪
昭
和
四
二
年
誓
本
稿
で
は
、
尊
経
閣
文
庫



本
に
依
る
が
、
原
本
未
見
で
、
紙
焼
写
真
に
依
る
調
査
で
あ
る
。

本
書
は
、
全
∵
九
丁
の
冊
子
本
で
、
外
題
は
「
垂
髪
往
来
」
（
題
等
）
、
内
題
も
「
垂
髪
往
来
」
と
あ
り
、
本
文
は
一
面
十
行
二
部
九
行
）
、

十
八
丁
裏
に
、
本
文
と
同
筆
で
本
奥
書
及
び
、
書
写
識
語
が
あ
る
。
即
ち
、

奥

書

云

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

　

　

　

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

ト

建
長
第
五
之
暦
括
洗
下
旬
之
候
久
ク
臥
二
病
床
一
掩
／
学
窓
雄
二
花
落
テ
坂
一
難
惜
風
景
携
薬
方
鵠
療
綾
／
扶
露
命
閑
適
之
中
冷
然
之

余
為
養
□
服
之
老
情
／
据
此
積
之
狂
言
悪
以
右
筆
可
謂
左
道
可
及
外
／
見
者
定
招
後
嘲
軟
猶
博
室
内
矧
出
閣
外
乎
央
／
尺
門
末
愚
宝
」

と
あ
り
、
続
け
て
、
書
写
者
の
識
語
が
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

応
安
四
年
十
一
月
八
日
以
本
院
北
谷
都
督
／
本
書
写
了
　
権
大
僧
都
綱
厳

こ
れ
ら
の
奥
書
識
語
か
ら
、
本
書
は
、
「
宝
」
な
る
僧
が
建
長
五
（
一
二
五
三
）
年
三
月
に
撰
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
写
本
た
る
「
本
院

北
谷
都
督
本
」
を
権
大
僧
都
綱
厳
が
応
安
四
（
二
三
七
一
）
年
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

撰
者
の
「
宝
」
な
る
僧
の
素
性
は
未
だ
詳
に
し
得
な
い
が
、
書
写
者
綱
厳
に
つ
い
て
は
、
表
紙
裏
右
肩
に
「
南
都
東
南
院
綱
厳
僧
盈
誓
糊
諸

国
」
と
記
す
貼
紙
が
付
さ
れ
、
ま
た
、
内
表
紙
左
肩
に
も
後
筆
で
「
東
南
院
綱
厳
僧
正
」
と
記
す
貼
紙
が
あ
る
。
綱
厳
は
「
大
谷
本
願
寺
通

記
」
巻
六
の
近
江
錦
織
寺
歴
世
名
位
の
記
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
略
歴
が
知
ら
れ
る
。

第
五
世
慈
観
　
請
綱
厳
。
童
名
光
威
丸
。
存
覚
第
七
子
。
建
武
元
年
二
月
七
日
生
。
康
永
二
年
九
月
入
二
随
心
院
僧
正
経
厳
室
可
以
二
広

橋
大
納
言
兼
綱
一
為
養
父
ペ
十
月
十
七
日
薙
度
。
兼
二
取
兼
綱
経
厳
二
名
4
日
二
網
厳
五
二
東
大
華
修
学
。
尋
為
二
青
蓮
院
門
侶
董

二
山
門
法
印
権
大
僧
都
惑
聖
就
二
師
父
存
寛
一
学
二
究
宗
教
感
応
二
年
七
月
七
日
慈
空
下
レ
世
。
由
二
愚
拙
請
ペ
承
二
存
覚
命
違

二
錦
織
華
継
レ
席
。
貞
治
二
年
三
月
廿
五
目
従
二
存
覚
－
受
二
六
要
紗
「
水
徳
三
年
十
一
月
廿
八
日
著
二
宗
門
血
脈
譜
可
時
五
十
歳
。

明
徳
三
年
五
月
十
六
日
伝
二
六
要
紗
於
本
願
寺
善
如
一
未
レ
．
詳
レ
所
レ
終
。
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
）

東
大
寺
で
修
学
後
、
青
蓬
院
門
侶
と
な
り
、
山
門
法
印
権
大
僧
都
に
至
っ
て
い
る
。
書
写
識
語
の
中
の
「
本
院
」
が
指
す
処
は
、
あ
る
い

は
青
蓬
院
で
あ
ろ
う
か
。

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て
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一
〇
二

本
書
は
十
二
双
、
二
十
四
通
の
書
状
か
ら
成
る
十
二
月
往
来
型
の
往
来
物
で
あ
る
。
日
付
、
差
出
人
や
宛
名
は
記
さ
れ
て
は
い
る
け
れ
ど

も
甚
だ
不
完
全
で
あ
り
、
石
川
博
士
は
「
せ
い
ぜ
い
模
範
文
例
を
示
す
の
が
目
標
で
あ
っ
て
、
書
札
礼
を
教
え
よ
う
と
す
る
意
図
は
、
ま
だ

つ
よ
く
織
り
こ
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
説
か
れ
て
い
る
（
前
掲
書
七
七
頁
）
。
内
容
は
、
寺
院
に
お
け
る
垂
髪
を
中
心
と
し
た
、
遊
戯
、

娯
楽
、
詩
会
、
物
見
等
の
行
事
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
文
に
は
訓
（
仮
名
）
、
合
符
、
字
音
語
に
は
詳
細
に
声
点
（
六
声
）
を
施
す
。
こ
れ
ら
の
訓
点
は
、
本
文
と
同
筆
（
稀
に
後
筆
を
混
ず
る
）

で
あ
っ
て
、
書
写
時
に
加
点
さ
れ
た
も
の
か
と
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
古
往
来
の
中
で
は
、
成
立
年
・
書
写
年
と
も
に
明
ら
か
な
古
往
来

と
し
て
、
重
視
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。
丁
寧
語
は
、
高
山
寺
本
古
往
来
と
は
異
な
り
、
「
候
」
専
用
で
あ
る
。

高
山
寺
本
古
往
来
は
、
実
際
に
や
り
と
り
さ
れ
た
書
状
を
も
と
に
編
ま
れ
た
、
極
め
て
実
用
的
書
簡
文
で
あ
る
。
一
方
、
垂
髪
往
来
は
、

寺
院
内
の
、
し
か
も
垂
髪
を
め
ぐ
っ
て
の
享
楽
的
生
活
を
題
材
と
す
る
も
の
で
、
文
章
表
現
も
技
巧
を
凝
し
た
、
文
芸
的
文
章
で
綴
ら
れ
て

い
る
。
付
さ
れ
た
訓
点
も
、
院
政
期
と
南
北
朝
期
と
の
隔
た
り
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
違
い
が
用
字
及
び
訓
読
法
の
上
に
、
ど
の
よ
う
に
反
（3）

映
し
て
い
る
か
を
こ
こ
で
見
て
お
き
た
い
。
高
山
寺
本
古
往
来
の
用
字
及
び
訓
読
法
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
博
士
の
御
論
が
あ
る

の
で
、
そ
こ
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
象
に
つ
い
て
、
垂
髪
往
来
の
場
合
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
用
字
法
を
比
較
す
る
に
、
和
化
漢
文
の
用
字
法
と
し
て
、
次
の
諸
点
で
、
高
山
寺
本
古
往
来
と
垂
髪
往
来
と
は
一
致
す
る
。

レ

Ⅲ
敬
語
の
「
掛
」
「
奉
」
「
給
」
等
が
用
い
ら
れ
る
（
以
下
、
用
例
を
掲
げ
る
に
際
し
て
は
、
漢
字
に
付
さ
れ
た
声
点
は
省
略
す
る
）
。

キ

　

　

7

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

○
可
二
相
伴
一
欺
之
由
弥
益
殿
内
々
被
一
？
ホ
シ
遣
一
（
7
オ
3
）

○
厳
命
之
旨
脆
以
奉
り
託
ヌ
　
（
1
4
ウ
3
）

○
抑
示
紺
之
旨
殊
以
驚
承
候
（
9
オ
7
）

○
秘
抄
一
巻
謹
テ
返
シ
預
り
候
l
畢
（
4
ウ
8
）

ア
ヒ
ダ

㈱
「
然
ル
間
」
等
の
、
接
続
語
と
し
て
の
「
間
」
が
用
い
ら
れ
る
。



ク

ヱ

　

ホ

シ

ヲ

○
然
ル
間
有
下
脱
二
鳥
烏
帽
子
↓
之
男
上
　
（
1
0
オ
8
）

○
難
及
子
細
一
之
間
固
琴
一
申
領
状
一
軍
（
1
4
オ
3
）

㈲
使
役
に
は
、
単
に
「
シ
ム
」
と
の
み
訓
じ
ら
れ
る
「
令
」
が
用
い
ら
れ
る
。

ノ

　

ヲ

　

　

　

　

　

ニ

○
垂
髪
己
下
若
少
之
人
々
各
飛
二
　
華
軒
一
朝
レ
向
二
桂
河
－
（
8
オ
8
）

㈲
陳
述
副
詞
と
そ
の
呼
応
語
の
表
記
と
し
て
、
a
「
定
…
欺
」
、
b
「
苧
垂
、
C
「
若
…
者
」
の
形
式
が
用
い
ら
れ
る
。

a
「
定
…
欺
」
は
、
全
八
例
が
こ
の
形
で
あ
る
。

サ

ン

・

　

　

ヲ

○
若
有
二
楚
忽
之
会
一
老
冠
成
二
　
周
章
之
思
一
刻

（

1

ウ

3

）

b
「
草
：
哉
」
は
、
三
例
の
う
ち
、
二
例
は
、

l

一

l

O
薗
非
二
開
閉
之
素
懐
一
哉
（
3
ウ
4
）

ニ
ー

○
薗
非
二
日
宗
之
碩
徳
一
乎
（
4
ウ
3
）

の
形
式
で
、
呼
応
譜
を
漢
字
表
記
し
な
い
例
は
一
例
で
あ
る
。

○
呈
l
加
へ
ン
ヤ
愚
浅
之
詞
－
（
5
ウ
1
）

C
「
若
…
者
」
に
関
し
て
は
、
「
若
…
及
ハ
己
（
二
例
）
、
「
若
…
可
ン
ハ
」
（
一
例
）
と
す
る
例
も
あ
る
が
、
七
例
中
四
例
は
、
「
若
…
者
」
の

形
式
で
あ
る
。

一

　

　

　

セ

ン

　

ニ

○
若
引
接
謡
席
∵
碧
テ
類
二
瓦
華
欺
（
6
ウ
6
）

○
若
シ
致
二
不
慮
之
最
悪
∵
葡
定
テ
為
二
驚
レ
目
之
狼
籍
一
欺
（
1
4
オ
7
）

垂
髪
往
来
で
は
、
右
の
如
く
七
例
中
五
例
ま
で
が
「
若
…
者
（
バ
）
、
定
…
欺
」
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
表
現
形
式
の
類
型
化
が
認
め
ら

れ
る
。

タ

ト

ヒ

高
山
寺
本
古
往
来
と
用
字
法
上
の
相
違
を
見
せ
る
の
は
、
㈲
の
内
の
、
「
縦
」
と
そ
の
呼
応
語
の
表
記
に
つ
い
て
で
あ
る
。
高
山
寺
本
古

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

イ

ヘ

ド

モ

　

　

　

　

　

イ

フ

ト

モ

往
来
で
は
、
「
縦
」
は
逆
接
条
件
句
を
導
き
、
か
つ
、
既
定
に
は
「
錐
」
を
、
仮
定
に
は
「
云
」
を
呼
応
さ
せ
、
呼
応
語
の
漢
字
も
区
別
す
る

タ

ト

ヒ

が
、
垂
髪
往
来
昔
映
九
例
全
て
が
、
「
縦
…
ト
モ
」
と
仮
定
条
件
句
の
み
を
導
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
読
み
添
え
も
漢
字
表
記
し
な
い
。

－

　

　

ス

ト

モ

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

二

〇
縦
ヒ
廃
二
　
文
学
之
勤
一
何
ソ
同
カ
ラ
ン
管
見
之
才
－
（
5
オ
5
）

ヲ

　

　

マ

サ

ン

○
縦
ヒ
蒙
ル
ト
モ
垂
髪
之
芳
命
一
争
力
励
　
二
弊
身
之
微
力
（
1
6
ウ
9
）

右
の
よ
う
な
小
異
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
用
字
法
上
は
、
基
本
的
に
高
山
寺
本
古
往
来
に
よ
く
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
訓
読
法
に
関
し
て
は
、
高
山
寺
本
古
往
来
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
平
安
中
期
以
降
の
固
定
し
た
新
し
い
訓
法
と
し
て
、
高

山
寺
本
古
往
来
で
は
、
タ

m
再
読
字
は
「
未
」
　
の
訓
を
示
す
。

ズ

拗
「
畢
」
を
「
ヲ
ハ
ヌ
」
と
訓
ず
る
。

㈲
「
勿
」
を
「
ナ
カ
レ
」
と
訓
ず
る
。

㈲
「
而
巳
」
を
「
ナ
ラ
ク
ノ
ミ
」
と
訓
ず
る
。

㈲
「
言
」
「
只
」
は
呼
応
語
を
読
み
添
え
な
い
。

垂
髪
往
来
も
印
～
畑
は
高
山
寺
本
古
往
来
と
同
様
で
あ
る
。
㈲
は
、

セ
ヨ

○
委
趣
悉
レ
　
之
ヲ
耐
剖
（
1
8
オ
8
）

の
一
例
の
み
で
、
訓
不
明
で
あ
る
。

㈲
の
「
只
」
は
、
垂
髪
往
来
で
も
、

ニ

〇
一
生
副
臥
つ
り
空
キ
床
一
（
H
ウ
2
）

の
如
く
、
呼
応
語
を
読
み
添
え
な
い
の
が
原
則
で
、
例
外
的
に
、

○
只
以
衆
一
宜
㌢
ラ
ク
加
諌
言
一
瑚
（
1
3
ウ
1
0
）



が
一
例
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
言
」
の
呼
応
語
は
相
達
す
る
。
垂
髪
往
来
で
は
、
す
べ
て
、
「
日
（
云
）
…
ト
云
々
」
と
い
う
形
式

で
あ
る
。

ト

○
或
人
語
テ
日
ク
彼
河
辺
毎
年
二
一
度
心
有
二
不
祥
ノ
事
一
封
可
（
9
オ
8
）

セ

ン

ト

　

　

　

　

ヲ

○
然
間
少
人
被
レ
命
云
ク
　
（
略
）
何
休
二
　
地
慮
之
恨
一
司
（
1
5
ウ
3
）

こ
れ
は
高
山
寺
本
古
往
来
に
も
存
す
る
形
式
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
「
ト
」
は
読
み
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。

○
在
俗
ノ
云
バ
ク
六
月
ハ
名
ッ
ク
越
ノ
祓
バ
ラ
へ
ト
司
（
湖
）

和
化
漢
文
訓
点
資
料
特
有
の
訓
法
と
し
て
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
、

∽
「
況
」
　
の
結
び
に
所
定
訓
を
呼
応
さ
せ
な
い
。

テ
ヘ
リ

㈱
助
字
「
者
」
が
存
す
る
。

ナ

リ

　

カ

　

ヤ

㈱
「
也
」
　
「
欺
」
「
哉
」
等
の
文
末
助
字
に
所
定
訓
が
定
着
し
て
い
る
。

右
三
項
の
う
ち
、
肋
は
垂
髪
往
来
と
一
致
す
る
。

ニ

　

　

シ

　

ク

　

　

ヒ

マ

○
叫
可
於
一
つ
得
り
ル
骨
ヲ
之
輩
二
髪
モ
兄
二
閤
レ
手
ヲ
之
隙
－
（
1
オ
6
）

㈱
は
、
そ
の
用
例
が
無
い
。
㈱
に
関
し
て
は
、
「
也
」
「
欺
」
に
は
付
訓
例
が
無
く
、
不
読
か
否
か
確
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
「
哉
」
は
不
読
で

あ
っ
て
、
高
山
寺
体
古
往
来
と
異
な
る
。

ニ

○
恐
ハ
鵬
つ
年
少
之
庫
処
一
哉
（
哲
8
）

○
此
ノ
条
何
様
二
重
つ
存
哉
（
冒
6
）

漢
籍
の
訓
読
法
と
は
異
な
り
、
天
台
宗
・
真
言
宗
の
仏
書
訓
読
法
に
共
通
す
る
訓
法
と
し
て
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
、

㈱
文
末
助
字
「
之
」
を
「
コ
レ
」
と
訓
ず
る
。

㈹
「
欲
」
は
「
ス
」
の
外
は
、
「
オ
モ
フ
」
と
訓
じ
、
「
ホ
ツ
ス
」
の
訓
は
見
ら
れ
な
け
。

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

仙
「
悉
」
は
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
、
「
漸
」
は
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
と
訓
じ
、
漢
籍
訓
読
法
の
特
徴
た
る
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ニ
」
、
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
こ
」
は

全
く
用
い
な
い
。

㈹
「
則
」
字
を
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
訓
ず
る
。

右
四
項
の
う
ち
、
㈱
㈹
の
二
項
は
「
蜃
髪
往
来
と
一
致
す
る
。

ヨ
ノ

㈲
○
少
人
ノ
事
日
来
旨
承
l
二
及
之
一
（
4
ウ
1
0
）

㈹
「
ス
」
と
訓
ず
る
例
、

カ

ハ

テ

　

　

ニ

　

ス

ル

　

セ

ン

ト

○
改
年
之
後
代
二
対
人
一
欲
レ
　
戯
レ
　
祝
ヲ
之
虞
ニ
（
1
ウ
8
）

「
オ
モ
フ
」
　
と
訓
ず
る
例
、

ヲ

　

　

ー

　

　

ン

ト

　

　

　

　

ヲ

○
縦
ヒ
招
つ
モ
守
㌃
ク
ヰ
セ
ヲ
之
嘲
一
欲
フ
積
二
善
根
之
功
一
之
故
也
（
1
1
オ
3
）

な
お
、
㈱
価
に
関
連
す
る
も
の
に
、
「
於
」
の
訓
法
が
あ
る
。
場
所
を
表
わ
す
語
の
上
に
置
か
れ
る
「
於
」
字
を
「
こ
シ
テ
」
と
訓
ず
る
の

は
、
仏
書
の
訓
読
怯
蛭
娠
餌
が
、
垂
髪
往
来
に
、
こ
の
訓
法
が
あ
る
。

シ
バ
ラ
ク
ア
テ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ト
ニ
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

○
俄
l
而
　
於
二
庭
樹
之
下
一
始
二
蹴
鞠
之
会
一
（
2
ウ
7
）

ニ

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

○
於
ノ
八
－
幡
ノ
宮
－
寺
一
可
シ
供
養
大
般
若
一
（
5
ウ
9
）

価
は
高
山
寺
本
古
往
来
と
相
違
す
る
。

〇
一
日
之
壮
観
四
万
悉
ク
称
美
（
7
ウ
1
）

－

　

　

ス

ル

　

セ

ン

ト

○
遊
覧
及
レ
暮
二
之
間
漸
ク
欲
レ
　
南
レ

掠
ヲ
之
虞
こ
　
（
1
1
ウ
6
）

の
如
く
訓
ず
る
一
匿
愕
l
l
懐
籍
の
訓
法
た
る
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
ニ
」
の
訓
も
存
す
る
。

ヤ
ウ
ヤ
ク
ニ

○
日
新
之
才
徐
　
尽
キ
　
（
4
オ
1
0
）

テ

　

　

　

　

ー

　

　

フ

　

　

ニ

○
即
勧
二
三
遅
一
漸
二
及
二
一
酔
一
（
1
5
ウ
5
）



㈹
「
則
」
字
は
、
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
訓
じ
た
例
が
存
し
な
い
。
例
え
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

ク

　

　

　

リ

　

　

　

シ

○
流
長
ウ
ノ
ハ
則
難
レ
喝
キ
根
深
／
ハ
則
難
レ
朽
（
5
オ
2
）

右
二
項
か
ら
、
垂
髪
往
来
で
は
仏
書
の
訓
法
の
中
に
漢
籍
の
訓
法
を
混
じ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
用
字
法
と
訓
読
法
か
ら
二
古
往
来
を
比
較
す
る
に
、
用
字
法
上
は
両
者
よ
く
通
ず
る
が
、
訓
読
法
に
於
て
は
相
違
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
あ
る
。
垂
髪
往
来
の
訓
点
が
、
編
者
の
意
図
す
る
訓
読
と
姦
す
る
も
の
か
否
か
は
、
古
往
来
を
始
め
と
す
る
鎌
倉
時
代
の
和
化

漢
文
訓
点
資
料
の
調
査
を
必
要
と
し
よ
う
。
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
成
立
時
期
や
表
現
内
容
及
び
訓
読
法
に
於
い
て
異

な
る
二
古
往
来
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
を
超
え
た
古
往
来
と
し
て
の
語
彙
構
造
の
共
通
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
当
面
の
目
的
と
す
る
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
高
山
寺
本
古
往
来
は
、
前
掲
『
高
山
寺
資
料
叢
書
』
所
収
の
、
小
林
芳
規
博
士
編
総
索
引
を
、
垂
髪
往
来
は
、
山

下
日
登
美
氏
作
成
の
「
垂
髪
往
来
総
索
引
（
稿
）
」
の
恩
恵
を
蒙
っ
た
。

三
、
異
な
り
語
数
と
延
べ
語
数

語
の
認
定
や
語
数
の
算
出
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
方
針
に
従
っ
た
。

㈲
複
合
語
は
、
そ
の
構
成
要
素
に
分
け
な
い
で
、
一
語
と
し
て
数
え
た
。
但
し
二
来
月
五
日
」
の
如
き
類
は
、
「
来
月
」
と
「
五
日
」
の

二
語
に
分
け
た
。

脚
本
動
詞
と
補
助
動
詞
と
を
区
別
せ
ず
、
動
詞
に
一
括
し
た
。

㈲
形
容
動
詞
か
副
詞
か
の
区
別
が
紛
わ
し
い
語
は
、
二
古
往
来
の
い
ず
れ
も
連
用
法
の
み
の
場
合
は
副
詞
に
、
い
ず
れ
か
一
方
に
連
用
法

以
外
の
例
が
あ
れ
ば
形
容
動
詞
と
し
た
。
た
め
に
、
高
山
寺
本
古
往
来
の
総
索
引
で
の
取
り
扱
い
と
異
な
る
語
が
若
干
あ
る
。
例
え
ば
、

「
タ
シ
カ
ナ
リ
（
憎
）
」
、
「
ア
ナ
ガ
チ
ナ
リ
（
強
）
」
、
「
ナ
マ
ジ
ヒ
ナ
リ
（
放
望
、
「
ワ
ヅ
カ
ナ
リ
（
挽
）
」
等
は
、
連
用
法
の
み
で
あ
る
か
ら

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

副
詞
と
し
、
「
シ
キ
リ
こ
　
（
頻
）
」
は
垂
髪
往
来
に
終
止
法
が
存
す
る
ゆ
え
、
形
容
動
詞
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

㈲
「
シ
カ
ル
ベ
シ
」
、
「
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
」
、
「
シ
カ
ノ
ゴ
ト
シ
」
は
、
便
宜
的
に
形
容
詞
に
収
め
た
。
ま
た
、
「
ナ
カ
レ
（
勿
）
」
を
「
ナ
シ
」

と
区
別
し
て
一
語
と
し
て
数
え
た
。

㈲
和
語
と
漢
語
と
の
複
合
語
は
和
語
と
し
、
漢
語
を
語
幹
と
す
る
サ
変
動
詞
や
形
容
動
詞
は
二
諸
の
漢
語
と
し
た
。
垂
髪
往
来
で
は
、
漢

語
に
は
詳
細
に
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
無
訓
の
場
合
は
、
声
点
の
有
無
を
拠
り
所
と
し
て
、
和
語
と
漢
語
と
の
判
別
を
し
た
。

㈲
別
訓
や
義
注
は
除
外
し
た
。

な
お
、
垂
髪
往
来
に
つ
い
て
は
、
未
だ
解
釈
し
き
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、
複
合
語
の
認
定
や
和
語
と
漢
語
と
の
判
別
等
に
つ
い
て
、
今
後

修
正
の
可
能
性
を
若
干
残
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
通
例
に
従
い
、
助
詞
・
助
動
詞
は
除
外
し
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
高
山
寺
本
古
往
来
と
垂
髪
往
来
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
程
度
の
語
数
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
に
、
異
な
り
語
数
、
延
べ

語
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

高
山
寺
本
古
往
来延
べ
語
数

異
な
り
語
数

三
八
〇
一
語

一
六
二
一
語

延
べ
語
数

異
な
り
語
数

三
一
九
〇
語

一
七
一
〇
語

垂
髪
往
来

延
べ
語
数
は
高
山
寺
本
古
往
来
の
方
が
垂
髪
往
来
の
約
一
・
二
倍
で
あ
る
が
、
異
な
り
語
数
で
は
逆
に
垂
髪
往
来
の
方
が
多
い
。
一
語
当

り
の
使
用
頻
度
は
、
高
山
寺
本
古
往
来
が
二
・
三
回
、
垂
髪
往
来
が
一
・
九
回
と
な
り
、
共
に
低
い
催
い
を
示
す
。

一
般
に
、
延
べ
語
数
が
多
く
な
れ
ば
、
異
な
り
語
数
も
増
加
し
よ
う
が
、
三
保
氏
の
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
依
る
と
、
雲
州
往
来
の
場
合
も
、



延
べ
語
数
は
二
二
五
七
語
と
高
山
寺
本
古
往
来
の
約
三
倍
に
達
す
る
の
に
、
異
な
り
語
数
は
三
八
一
六
語
（
氏
の
第
二
次
調
査
の
数
）
に
止

ま
り
、
一
語
当
た
り
の
使
用
頻
度
は
二
・
九
回
で
あ
る
。
氏
は
、
和
文
系
文
学
作
品
に
比
し
て
、
雲
州
往
来
は
同
一
語
の
反
復
使
用
が
少
な

い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
古
往
来
は
模
範
文
例
集
と
し
て
編
ま
れ
る
も
の
ゆ
え
、
同
じ
題
材
は
、
原
則
的
に
は
繰
り
返
し

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
無
い
と
い
う
、
古
往
来
の
文
章
の
特
性
が
然
ら
し
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
品
詞
別
語
彙
量

三
で
見
た
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
を
品
詞
で
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
を
示
す
と
表
I
に
な
る
。

こ
の
表
か
ら
、
次
の
事
が
知
ら
れ
る
。

0
　
品
詞
別
の
比
率
は
、
両
者
と
も
、
名
詞
が
最
も
高
く
、
動
詞
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
二
品
詞
を
合
わ
せ
る
と
、
異
な
り
語
数
で
は
、
高
山

寺
本
古
往
来
が
九
〇
％
、
垂
髪
往
来
が
、
九
一
％
、
延
べ
語
数
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
八
〇
％
、
八
一
％
を
占
め
る
。

畠
　
0
以
外
の
品
詞
は
、
異
な
り
語
数
で
見
る
と
、
一
桁
の
数
値
で
、
就
中
、
連
体
詞
・
接
続
詞
・
感
動
詞
は
極
め
て
低
率
で
あ
る
。
し

か
し
、
副
詞
は
、
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
の
い
ず
れ
で
も
、
形
容
詞
と
形
容
動
詞
を
合
わ
せ
た
数
値
よ
り
も
高
い
比
率
を
示
す
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。

日
　
連
体
詞
・
接
続
詞
・
感
動
詞
を
別
に
し
て
、
比
率
の
高
い
も
の
か
ら
低
い
も
の
へ
の
順
に
並
べ
る
と
、
延
べ
語
数
で
は
、
二
古
往
来

と
も
、
名
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
順
位
で
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
の
値
い
も
両
者
で
近
似
す
る
。
異
な
り
語
数

の
場
合
も
、
両
者
は
、
名
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
形
容
動
詞
・
形
容
詞
の
順
位
で
一
致
す
る
。

右
の
よ
う
に
、
品
詞
別
語
彙
量
の
比
率
か
ら
見
る
と
、
延
べ
語
数
・
異
な
り
語
数
い
ず
れ
に
於
い
て
も
高
山
寺
本
古
往
来
と
垂
髪
往
来
と

は
よ
く
一
致
す
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
は
語
彙
構
造
を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
形
容
詞
と
形
容
動
詞
と
の
順

位
が
、
延
べ
語
数
と
異
な
り
語
数
と
で
逆
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
形
容
詞
「
ナ
シ
（
無
）
」
一
語
の
使
用
頻
度
が
群
を
抜
い
て
高
い
た
め
で
あ

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て
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注
、
日
は
％
。

数語

詞晶

来往古本寺山高 来往髪垂

数語れ
ノ
な異 数語ベ延 数語りな異 数語ベ延

詞各 9568601 2353202 4074021 4750381

詞動 932783 0724201 702453 832067

詞容形 0223 04051 5162 33501

詞動容形 3273 5175 7192 4154

詞副 6447 6∩コ463 9448 701243

詞体連 7011 5249 406 0256

詞続接 7021 3298 406 3124

詞動感 0 0 101 001

計 10011261 10011083 10010171 9990913

一

一

〇

る
。こ
こ
で
、
他
の
文
献
に
於
け
る
品
詞
別
語
彙
量
の
比
率
と
比
較
し
て
み
た
い
。

和
化
漢
文
と
最
も
深
い
関
係
に
あ
る
訓
点
資
科
に
つ
い
て
は
、
築
島
裕
博
士
の

示
さ
れ
た
、
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
デ
し
烈
を
、
和
文
系
資
料
と
し
て

は
、
宮
島
達
夫
氏
編
『
古
典
対
照
語
い
表
』
付
載
の
「
品
詞
別
統
計
」
か
ら
、

ジ
ャ
ン
ル
別
に
四
点
の
作
品
の
デ
ー
タ
を
借
用
し
、
説
話
作
品
と
し
て
、
山
内

洋
一
郎
氏
編
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
　
（
昭
和
四
四
年
）
の
付
表
を
加
え
て
、
併
せ

て
六
点
の
文
献
と
比
較
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
研
究
で
の
語
の
認
定
基
準
と
、
本

稿
で
の
そ
れ
と
は
相
違
す
る
点
も
あ
り
、
厳
密
な
比
較
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
大
よ
そ
の
傾
向
は
知
り
得
よ
う
と
考
え
る
。

繁
雑
を
避
け
て
、
品
詞
毎
の
比
率
の
み
で
、
表
示
す
る
と
表
H
に
な
る
。
な

お
、
慈
恩
伝
古
点
で
は
、
連
体
詞
は
副
詞
に
含
め
て
算
出
さ
れ
て
い
る
。

作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
と
品
詞
別
語
彙
量
の
比
率
と
の
相
関
性
は
、
異
な
り
語
数

よ
り
も
延
べ
語
数
に
於
い
て
、
よ
り
明
瞭
に
示
さ
れ
よ
う
か
ら
、
ま
ず
、
延
べ

語
数
で
の
比
率
か
ら
見
る
。
二
古
往
来
で
は
、
比
率
の
高
い
品
詞
か
ら
並
べ
る

と
、
名
詞
・
動
詞
・
副
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
そ
の
他
の
順
位
で
あ
る
。

こ
れ
と
一
致
す
る
も
の
は
、
慈
恩
伝
古
点
と
晴
輪
日
記
・
古
本
説
話
集
で
あ
る
。

そ
し
て
、
次
の
諸
点
で
、
慈
恩
伝
古
点
と
古
往
来
が
よ
く
一
致
す
る
。

①
名
詞
の
比
率
は
、
二
古
往
来
が
最
も
高
く
、
韻
文
の
後
撰
集
を
除
け
ば
慈



献文

詞品

徒

然

古 購 源 後

撰

慈 高 垂

本

説

話

輪

日

氏

物

恩

伝

古

山

寺

本
古

以

髪

往

草 集 記 語 集 点
任
来 来

異

な

り

語

数

詞名 1∩コ5 715 174 524 235 nxu
37 956 407

詞動 492 733 283 644 943 781 932 702

詞容形 94 35 85 35 05 80 02 51

詞動容形 23 82 94 15 12 74 32 71

詞副 ハxu
2 35 23 91 73

71

64 94

詞体連 20 40 20 10 30 70 40

詞続接 20 40 10 10 10 20 70 40

詞動感 10 30 20 20 20 00 10

他のそ 10 20 20 50 10

数総 2424 6692 8953 32411 3291 49611 1261 0171

延

べ

語

数

詞名 594 924 704 614 905 794 235 475

詞動 532 963 183 923 363 613 072 832

詞容形 38 37 97 901 96 13 04 33

詞動容形 82 81 03 34 11 42 51 41

詞副 64 47 38 38 72
311

69 701

詞体連 12 62 31 61 41 52 02

詞続接 10 80 ．30 10 00 90 32 31

詞動感 10 20 30 20 10 00 0ハU

他のそ 10 00 10 40 01

数総 41171 4392
－
1 89322 800

0
702 55911 50484 1083 0913

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て

一

一

一
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恩
伝
古
点
が
こ
れ
に
次
ぐ
。

②
動
詞
の
比
率
は
、
二
古
往
来
が
最
も
低
く
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
は
慈
恩
伝
古
点
で
あ
る
。

③
形
容
詞
の
比
率
は
、
慈
恩
伝
古
点
が
最
も
低
く
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
は
二
古
往
来
で
あ
る
。

④
副
詞
の
比
率
は
慈
恩
伝
古
点
が
最
も
高
く
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
は
二
古
往
来
で
あ
る
。
慈
恩
伝
古
点
の
場
合
、
連
体
詞
が
含
ま
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
も
、
こ
の
高
率
は
変
わ
る
ま
い
。

異
な
り
語
数
と
延
べ
語
数
と
は
必
L
も
並
行
し
て
な
い
。
二
古
往
来
で
は
、
異
な
り
語
数
で
高
い
比
率
を
占
め
る
品
詞
は
、
名
詞
・
動
詞
・

副
詞
・
形
容
動
詞
・
形
容
詞
・
そ
の
他
の
順
位
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
全
く
一
致
す
る
文
献
は
無
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
二
古
往
来
と

慈
恩
伝
古
点
と
は
、
次
の
点
で
相
通
ず
る
。

①
名
詞
の
比
率
は
、
慈
恩
伝
古
点
が
最
も
高
い
が
、
二
古
往
来
は
そ
れ
に
次
ぐ
。

②
動
詞
及
び
形
容
詞
の
比
率
は
、
慈
恩
伝
が
最
も
低
く
、
二
古
往
来
は
そ
れ
に
次
ぐ
。

た
だ
し
、
形
容
動
詞
と
副
詞
の
場
合
、
慈
恩
伝
古
点
と
古
往
来
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
形
容
動
詞
は
、
韻
文
の
後
撰
集
が
最
も
低

率
を
示
し
、
こ
れ
を
除
く
と
、
二
古
往
来
が
低
い
の
で
あ
る
が
、
慈
恩
伝
古
点
は
源
氏
物
語
・
晴
蛤
日
記
に
次
い
で
高
い
。
ま
た
、
副
詞
は

古
往
来
が
最
も
高
い
の
に
対
し
て
、
慈
恩
伝
古
点
は
最
も
低
い
ど
い
う
相
違
を
示
す
。
し
か
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
慈
恩
伝
古
点
に
用
い

ら
れ
る
形
容
動
詞
は
、
そ
の
九
二
％
ま
で
が
一
語
当
り
の
使
用
頻
度
の
低
い
漢
語
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
異
な
り

語
数
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
慈
恩
伝
古
点
で
副
詞
が
一
・
七
％
と
低
い
の
は
、
源
氏
物
語
で
も
一
・
九
％
に
止
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
総
語
数
が
極
め
て
多
い
も
の
ゆ
え
に
、
相
対
的
に
低
い
値
に
な
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
二
古
往
来
の
品
詞
別
語
彙
量
は
、
和
文
系
資
料
と
は
異
な
り
、
名
詞
・
副
詞
の
占
め
る
率
が
高
く
、
動
詞
は
低
く
、
形
容
詞
・

形
容
動
詞
は
極
め
て
貧
弱
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
特
徴
は
、
訓
点
資
料
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

品
詞
別
語
彙
量
の
比
率
と
古
典
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
大
野
晋
博
士
は
、
回
万
葉
集
、
㈲
随
筆
グ
ル
ー
プ
、
何
日
記
グ



ル
ー
プ
、
如
物
語
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
と
、
名
詞
、
即
ち
表
現
素
材
を
担
う
語
の
比
率
が
、
何
か
ら
刷
の
順
に
減
少
し
、
形
容
詞
・
動
詞
即

ち
、
描
写
叙
述
に
関
与
す
る
語
の
比
率
は
、
逆
に
何
か
ら
伸
の
順
に
増
大
す
る
こ
と
、
形
容
動
詞
は
中
古
女
流
文
学
作
品
に
多
い
こ
と
、
そ

の
他
の
類
の
語
は
、
各
作
品
の
大
小
に
関
わ
り
な
く
、
一
定
し
た
比
率
を
保
つ
と
い
う
相
関
性
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
璽
博
士
の
示

さ
れ
た
第
八
表
に
当
て
は
め
る
と
、
古
往
来
は
万
葉
集
よ
り
更
に
左
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
素
材
の
画
で
多
様
さ
を
示
す
反
面
、
叙
述

の
形
式
は
類
型
的
で
単
純
な
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

古
往
来
で
は
、
名
詞
の
比
率
が
高
く
動
詞
の
比
率
が
相
対
的
に
低
い
の
は
、
後
に
述
べ
る
が
、
漢
語
の
多
用
及
び
そ
の
用
法
に
も
由
来
す

る
。
即
ち
、
漢
語
の
多
く
は
二
字
の
漢
字
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
古
往
来
で
は
、
一
般
に
は
サ
変
動
詞
あ
る
い
は
形
容
動
詞
と
し

て
用
い
得
る
文
脈
で
あ
っ
て
も
、
名
詞
形
で
用
い
が
ち
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

形
容
詞
・
形
容
動
詞
が
低
率
で
あ
る
の
は
、
和
化
漠
文
体
と
い
う
、
構
文
上
及
び
表
記
上
の
制
約
が
大
き
く
係
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
、
副
詞
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
叙
述
描
写
の
面
で
の
単
純
さ
を
補
う
も
の
と
言
え
る
。
即
ち
、
古
往
来
の
文
表
現
形

式
で
は
、
述
語
の
前
に
副
詞
を
置
く
度
合
は
非
常
に
高
く
、
垂
髪
往
来
で
は
殊
に
著
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五

、

漢

語

と

和

語

和
化
漢
文
資
料
の
語
彙
の
最
も
著
し
い
特
徴
は
、
漢
語
の
占
め
る
割
合
の
高
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
古
往
来
で
も
、
漢
語
使
用
は
盛
ん
で
あ

る
。高
山
寺
本
古
往
来
と
垂
髪
往
来
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
を
、
漢
語
と
和
語
と
に
分
け
、
そ
れ
を
雲
州
往
来
、
慈
恩
伝
古
点
と
対
比
す
る
と
、

表
H
に
な
る
。

漢
語
の
占
め
る
比
率
を
異
な
り
語
数
か
ら
見
る
と
、
文
献
に
よ
っ
て
相
異
を
示
す
。
即
ち
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
五
一
％
、
垂
髪
往
来
で

六
三
％
、
雲
州
往
来
で
六
八
％
で
あ
る
が
、
慈
恩
伝
古
点
で
は
、
八
六
％
の
高
率
を
示
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
語
の
一
語
当
り
の
使
用

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て
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二
四

頻
度
は
、
和
語
に
比
し
て
大
変
低
く
（
慈
恩
伝
古
点
で
す
ら
、
二
二
回
）
、
延
べ
語
数
を
見
る
と
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
三
四
％
、
垂
髪
往
来

で
四
四
％
、
雲
州
往
来
で
も
四
二
％
で
あ
り
、
最
も
語
彙
量
の
多
い
慈
恩
伝
古
点
で
も
四
三
％
に
止
ま
っ
て
い
る
。
四
文
献
と
も
に
、
延
べ

語
数
で
の
漢
語
の
比
率
が
四
割
前
後
程
度
に
止
ま
る
と
い
う
の
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
漢
語
を
多
用
す
る
こ
れ
ら
の
文
献
に
あ
っ
て
も
、

和
語
が
用
語
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

表

＼ 数語りな異 数語ベ延 り
度
融
用‾使

高
山

寺

語ロイ芥
っ

2947∩ヮ7
1663152 23

五
口
≡
－ロ
漢 8504200

9338821 61

計 00011261 00011083 32

垂

髪

語【＝
H
寿 573146 8558771 82

語漢 5269601 2441141 31

計 00010171 00019813 91

雲

州

語nH
イ芥
っ

5231421 4851756 35

語漢 5765752 6146864 81

計 0016183 00175211 92

鼓

語［＝H
弄
．

2417561 66560472 561

心
恩
伝

語漠 85873001 43498902 12

計 00149611 00150484 14

％ま臥

次
に
、
品
詞
別
で
の
漢
語
の
占
め
る
比
率
を
ま
と
め
る
と
表

Ⅳ
に
な
る
（
雲
州
往
来
は
デ
ー
タ
が
無
い
の
で
省
く
）
。

漢
語
が
用
い
ら
れ
る
品
詞
は
、
名
詞
・
動
詞
・
形
容
動
詞
・

副
詞
で
あ
る
が
、
二
古
往
来
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
語
副
詞
は
、

次
の
諸
語
で
あ
る
。

高
山
寺
本
古
往
来
　
自
然
二
　
　
少
々

垂
髪
往
来
　
　
　
暗
二
　
一
向
二
　
一
時
二

少
々
　
　
内
々
　
　
必
々
　
　
密
々

二

副
詞
を
除
く
三
晶
詞
で
の
漢
語
の
占
め
る
比
率
は
、
三
文
献

共
に
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
名
詞
が

最
も
高
く
、
形
容
動
詞
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
動
詞
は
最
も
低
い
。

動
詞
は
、
古
往
来
で
は
、
異
な
り
語
数
で
二
〇
％
台
、
延
べ
語

数
で
一
〇
％
台
で
あ
っ
て
、
漢
語
の
占
め
る
比
率
の
高
い
慈
恩

伝
古
点
で
も
、
異
な
り
語
数
で
は
六
四
％
で
あ
る
が
、
延
べ
語



数語

詞晶

語ロイ芥
っ

語漢
る

率

め占の語漢

比

n
ソ
な異 ベ延 n

ノ
な異 ベ延

果 延
数語 数語 数語 数語 、ノ

高
山

寺

本
古
往

来

詞名 243 298 627 1311 086 955

詞動 903 298 87 231 102 921

詞動容形 91 53 81 22 684 683

詞副 27 163 2 3 72 80

他のそ 55 333 ‾ ‾ ‾ ‾

計 797 3152 428 8821 805 933

垂
髪

往
来

詞名 嘩 365 859 7621 697 296

詞動 ごり62
646 78 311 642 941

詞動容形 21 72 71 81 685 04

詞副 77 923 7 31 38 83

他のそ 04 312
‾ ー ‾ 1

計 146 8771 9601 1141 526 244

慈
恩

伝
古

点

詞名 594 2100
6 9318 83271 249 717

詞動 687 07121 7931 1413 046 502

詞動容形 35 925 105 016 129 635

他のそ 323 5097 ‾ ‾ ‾ ‾

計 7561 61472 73001 98902 858 334

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て

一

一

五



鎌
倉
時
代
語
研
究
二
六

数
で
は
≡
％
に
過
ぎ
な
い
。
漢
語
は
、
主
に
名
詞
・
形
容
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
叙
述
の
中
核
を
な
す
動
詞
は
、
か
か
る
文
献
に
於
い

て
も
、
主
に
和
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

動
詞
に
占
め
る
漢
語
の
比
率
は
、
慈
恩
伝
古
点
に
比
し
て
二
古
往
来
で
は
低
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
古
往
来
に
於
け
る
漢
語
の
用
法

が
、
そ
の
一
因
を
成
し
て
い
よ
う
。
即
ち
、
小
林
芳
規
博
士
が
高
山
寺
本
古
往
来
の
漢
語
の
用
法
で
指
摘
さ
れ
た
、
漢
語
名
詞
の
「
動
詞
的

軋
配
」
桟
竺
南
山
寺
本
招
来
絹
シ

㈲
但
例
供
給
之
事
今
年
永
以
停
止
（
1
2

0
）

の
如
く
、
一
般
に
は
け
匪
勘
駒
と
し
て
用
い
る
漢
語
を
、
名
詞
形
の
ま
ま
述
語
と
す
る
用
法
や
、

シ拗
抑
当
郡
二
有
り
窃
弊
ノ
之
由
一
（
1
2

0
）

の
如
く
、
述
語
似
外
で
も
、
連
体
形
に
「
ス
ル
」
を
用
い
ず
、
「
ノ
」
を
介
し
て
名
詞
形
の
ま
ま
用
い
る
例
、
更
に
は
、

ニ
イ
マ
チ
シ
ハ
ツ

㈲
許
］
今
猶
遅
〝
尤
可
辱
宿
業
ヲ
（
6
。
）

の
如
く
、
情
態
性
の
意
を
有
す
る
漢
語
を
、
「
ナ
リ
」
「
タ
リ
」
を
付
け
て
形
容
動
詞
化
す
る
こ
と
な
く
、
名
詞
形
の
ま
ま
用
い
る
例
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
語
の
用
法
は
l

、
l
l
他
切
和
化
漢
文
資
料
に
も
存
す
る
こ
と
を
博
士
は
指
摘
し
て
い
ら
れ
る
が
、
垂
髪
往
来
に
も
、

ヨ
モ
ス
カ
ラ
ナ
ン
〈
ト
ノ
キ
ヨ

用
意
－
夜
同
向
レ
暁
二
坂
欺
（
3
オ
5
）

ノ
タ
ル
（
輿
「
一

物
祇
－
候
垂
髪
之
中
二
能
ク
堪
二
其
ノ
骨
一
之
輩
候
欺
之
由
（
6
オ
6
）

畑
魂
猶
恍
忽
。
ツ
心
只
側
鍋
（
1
0
ウ
1
）

の
よ
う
に
、
文
構
造
上
、
サ
変
動
詞
あ
る
い
は
形
容
動
詞
と
し
得
る
漢
語
を
、
名
詞
形
の
ま
ま
と
す
る
例
は
少
な
く
な
い
。

六
、
共
通
語
彙

高
山
寺
本
古
往
来
と
垂
髪
往
来
と
は
、
品
詞
別
語
彙
量
や
漢
語
の
使
用
状
況
に
於
い
て
、
語
彙
構
造
が
よ
く
一
致
す
る
こ
と
を
見
て
き
た
。



で
は
、
ど
の
程
度
の
語
が
共
通
に
使
用
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

共
通
使
用
語
は
、
次
下
に
共
通
語
彙
一
覧
と
し
て
具
体
的
に
挙
げ
た
三
七
七
語
で
あ
る
。
成
立
時
期
や
内
容
上
に
相
違
の
あ
る
二
古
往
来

の
共
通
語
彙
は
、
往
来
物
の
基
本
語
彙
と
い
う
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
共
通
語
彙
一
覧
〕

（
注
）
　
用
兵
通
語
彙
の
認
定
で
は
、
接
頭
辞
「
御
」
の
有
無
は
無
視
し
、
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
と
「
ゴ
ト
ト
ク
ニ
」
、
「
サ
イ
ト
コ
ロ
」
と
「
サ

イ
ツ
コ
ロ
」
等
は
、
〓
話
の
異
形
と
し
て
一
括
し
た
。

佃
表
記
の
漢
字
の
下
に
用
例
数
を
示
し
た
。
上
の
数
が
高
山
寺
本
古
往
来
、
下
の
○
で
囲
ん
だ
数
が
垂
髪
往
来
で
あ
る
。

0
　
名
詞
一
六
七
語

○
和
語
　
七
九
語

あ
き
（
秋
5
②
）
　
あ
し
（
足
2
⑤
）
　
あ
た
り
（
連
5
③
）
　
あ
ひ
だ
（
間
蒜
、
際
9
）
　
い
た
り
（
至
3
③
）
　
い
と
ま
（
暇
1
、
遥
①
）
　
い
ま

（
今
芯
）
　
い
ろ
（
色
4
①
）
う
ち
（
内
3
①
、
中
②
）
　
う
へ
（
上
6
①
）
　
う
ら
み
（
恨
1
③
）
　
お
そ
れ
〈
恐
2
③
、
悌
1
、
怖
①
）
　
お
も
て

（
面
2
①
）
　
お
も
ひ
（
思
2
③
）
　
お
も
ぶ
き
（
遜
1
⑥
）
　
か
ぎ
り
（
限
1
①
）
　
か
ぜ
（
風
2
①
）
　
か
も
（
加
茂
2
①
）
　
き
こ
え
（
聞
2
②
）

く
だ
ん
（
件
遅
　
く
ち
び
る
（
唇
1
②
）
　
く
る
ま
（
車
1
①
）
。
。
ろ
（
心
5
⑥
、
意
1
、
情
1
①
）
。
。
ろ
ざ
し
（
志
1
。
③
）
サ
悠
悠
事

等
繹
②
）
　
こ
と
ば
（
詞
2
⑦
）
　
こ
れ
（
之
等
是
筍
斯
1
、
此
①
、
族
②
、
惟
③
）
　
こ
ゑ
（
声
2
③
）
　
さ
い
つ
こ
ろ
（
近
曽
1
、

サ

イ

ツ

コ

ロ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

マ

ヒ

ス

マ

フ

近
曽
①
）
　
さ
い
は
ひ
（
幸
2
②
）
　
さ
か
ひ
（
境
1
①
）
　
す
ま
ひ
（
相
撲
2
、
相
撲
①
）
　
そ
と
（
外
1
③
）
　
た
ぐ
ひ
（
類
1
①
、
属
①
）

た
み
（
民
1
①
）
た
め
（
為
過
　
ち
か
ら
（
力
3
③
）
　
ち
ぎ
り
（
契
2
①
）
　
つ
い
で
（
次
8
②
）
　
つ
か
ひ
（
便
4
②
）
　
つ
き
（
月
2
④
）
　
つ

み
（
罪
2
①
）
　
と
が
（
答
1
①
、
過
①
）
　
と
き
（
時
5
⑨
）
　
と
こ
ろ
（
所
等
虞
8
⑦
）
　
と
し
（
年
6
①
）
　
と
の
ば
ら
（
殿
原
1
①
）
　
と
も

が
ら
（
輩
2
⑦
、
倫
1
、
徒
①
）
　
な
か
（
中
8
③
）
　
の
ち
（
後
笛
）
　
は
か
り
ご
と
（
謀
1
①
、
計
4
）
　
は
し
（
響
①
）
　
は
じ
め
（
首
1
、

始
⑤
、
敢
①
）
　
は
ぢ
（
恥
1
①
）
　
は
な
（
花
4
④
）
　
ば
ば
（
馬
庭
1
、
馬
場
①
）
　
は
ば
か
り
（
博
1
③
）
　
ひ
（
日
1
0
③
）
　
ひ
ご
ろ
（
日
来

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八

2
②
、
日
者
2
、
日
比
者
1
）
　
ひ
だ
り
（
左
1
②
）
　
ひ
と
（
人
1
1
⑬
）
　
ひ
と
び
と
　
（
人
々
5
④
）
　
ふ
え
（
笛
2
①
）
　
ふ
く
ろ
（
嚢
1
①
）
　
ま

ひ
　
（
舞
1
①
）
　
ま
へ
　
（
前
1
①
）
　
み
ぎ
（
右
3
②
）
　
み
ち
（
道
1
①
、
路
①
）
　
む
か
し
（
音
1
①
、
疇
昔
①
）
　
む
ね
（
旨
9
⑤
）
　
も
と
（
本

4
、
下
③
、
基
①
）
　
も
の
（
者
1
1
⑭
、
物
3
①
）
　
や
ま
（
山
2
①
）
　
ゆ
ゑ
（
由
1
、
故
⑥
）
　
よ
し
（
由
3
4
④
）
　
よ
は
ひ
（
齢
2
②
）
　
よ
る
（
夜

4
①
）
　
よ
ろ
こ
び
　
（
悦
2
②
）
　
を
の
こ
　
（
男
5
①
）

○
漢
語
　
八
八
語

あ
ん
な
い
（
案
内
3
②
）
　
い
ち
（
一
1
①
）
　
い
ち
じ
つ
　
（
一
日
2
②
）
　
い
ち
に
ん
（
一
人
3
①
）
　
い
ち
り
や
う
（
一
両
4
①
）
　
い
つ
L
や
う

ウ
ツ
テ
ン

（
一
生
1
①
）
　
い
っ
て
う
（
一
朝
1
①
）
　
y
つ
ね
ん
（
鬱
念
1
、
鬱
念
②
）
　
う
ん
う
ん
（
云
々
箪
⑧
）
　
え
ん
（
緑
1
①
）
　
え
ん
う
つ
（
煙

鬱
1
①
）
　
お
ん
L
や
う
（
恩
章
1
①
）
　
お
ん
も
ん
（
恩
間
2
②
）
　
か
う
じ
ん
（
庚
申
1
②
）
　
か
う
み
や
う
（
高
名
2
①
）
　
か
ん
え
っ
（
感
悦

3
①
）
　
か
ん
ご
（
閑
居
1
①
）
　
か
ん
る
い
　
（
感
涙
1
①
）
　
き
う
く
つ
　
（
窮
屈
1
①
）
　
き
や
う
び
や
く
（
敬
白
3
①
）
　
き
よ
ね
ん
（
去
年
2
①
）

き
ん
げ
ん
（
謹
言
5
8
⑤
）
　
き
ん
ら
い
　
（
近
来
2
①
）
　
く
ゐ
め
い
　
（
貴
命
3
②
）
　
く
ゐ
や
う
え
つ
　
（
恐
悦
3
①
）
　
く
ゐ
や
う
く
ゐ
や
う
き
ん
げ

ん
（
恐
々
謹
言
1
0
⑤
）
　
け
い
ば
（
競
馬
1
③
）
　
け
ん
ぶ
つ
（
見
物
1
②
）
　
げ
ん
め
い
（
厳
命
1
②
）
　
こ
む
て
う
（
今
朝
1
③
）
　
こ
む
ね
ん
（
今

年
8
①
）
　
さ
い
　
（
才
1
③
）
　
さ
く
じ
つ
　
（
昨
日
4
④
）
　
じ
（
事
3
①
）
　
し
さ
い
（
子
細
1
②
）
　
じ
ふ
ご
に
ち
（
十
五
日
1
②
）
　
じ
ふ
は
ち
に

ち
（
十
八
日
1
①
）
　
じ
ゃ
う
（
状
1
②
）
　
し
ゆ
く
ぐ
わ
ん
（
宿
願
1
①
）
　
し
ゆ
ん
め
（
駿
馬
1
①
）
　
し
よ
う
く
ゐ
よ
う
（
慄
恐
5
①
）
　
し
よ

う
ぶ
（
勝
負
2
①
）
　
し
よ
に
ん
（
諸
人
1
①
）
　
し
よ
ぶ
ん
（
虞
分
3
①
）
　
し
ん
り
よ
く
（
身
力
1
①
）
　
す
じ
っ
　
（
数
日
2
①
）
　
す
じ
ふ
（
数

十
1
①
）
　
せ
い
し
（
制
止
1
①
）
　
ぜ
ん
か
（
禅
下
2
⑦
）
　
ぜ
ん
ご
（
前
後
1
①
）
　
ぜ
ん
さ
つ
（
禅
札
1
①
）
　
せ
ん
に
ち
（
先
日
2
①
）
　
せ
ん

ね
ん
（
先
年
1
①
）
　
そ
う
（
僧
1
②
）
　
だ
い
し
（
大
師
2
①
）
　
た
う
ら
い
　
（
到
来
3
①
）
　
だ
う
り
（
道
理
1
②
）
　
た
じ
（
他
事
2
①
）
　
た
ね

ん
（
多
年
1
②
）
　
ち
（
地
1
①
）
　
て
い
　
（
鉢
1
①
）
　
ど
う
し
む
（
同
心
1
①
）
　
な
ん
（
難
1
②
）
　
に
ぐ
わ
つ
　
（
二
月
1
②
）
　
に
ひ
き
（
二
疋

1
①
）
　
は
い
え
つ
　
（
拝
謁
1
②
）
　
ば
ん
じ
（
万
事
1
②
）
　
び
り
よ
く
（
微
力
1
②
）
　
ぴ
ん
ぎ
（
便
宜
1
①
）
　
ふ
し
ん
（
不
審
1
①
）
　
ふ
せ
ん

フ
フ
ン

き
ん
げ
ん
（
不
宣
謹
言
6
⑤
）
　
ふ
び
き
ん
げ
ん
（
不
備
謹
言
2
⑧
）
　
ふ
も
ん
（
風
聞
1
、
風
聞
①
）
　
　
へ
い
し
ん
（
弊
身
1
①
）
　
は
ん
く
わ
2



い
　
（
本
懐
1
②
）
　
む
し
む
（
天
心
2
、
無
心
①
）
　
め
ん
て
ん
（
画
展
2
①
）
　
や
く
（
役
2
①
）
　
よ
う
い
　
（
用
意
1
③
）
　
よ
に
ん
（
余
人
　
）
①

ら
い
ぐ
ゑ
つ
（
来
月
1
①
）
　
ら
う
ね
ん
（
老
年
1
①
）
　
ら
う
も
う
（
老
竃
1
①
）
　
り
ん
ぜ
き
（
憤
惜
3
②
）
　
る
い
（
類
1
①
）
　
れ
う
え
ん
（
遼

遠
1
①
）
　
ろ
く
ぐ
わ
つ
　
（
六
月
1
②
）
　
ゐ
き
よ
く
　
（
委
曲
1
⑤
）

自
　
動
詞
一
二
四
語

○
和
語
一
〇
七
語

あ
ぐ
（
上
2
、
江
①
）
　
あ
た
ふ
（
能
4
①
）
　
あ
ふ
（
遇
2
①
、
蓬
2
）
　
あ
ふ
ぐ
（
仰
2
①
）
　
あ
り
（
有
4
7
⑳
、
在
1
7
⑨
）
　
い
た
す
（
致
9
⑨
）

い
た
る
（
至
1
3
③
）
　
い
づ
（
出
1
②
）
　
い
ふ
（
云
4
⑦
、
謂
2
⑤
）
　
い
る
（
入
1
⑤
）
　
う
（
得
5
②
）
　
う
け
た
ま
は
る
（
承
1
5
③
、
奉
5
②
）
　
う

ご
か
す
（
動
1
①
）
　
え
ら
ぶ
（
撰
1
、
揮
②
）
　
お
く
（
置
1
①
、
閣
③
）
　
お
こ
た
る
（
怠
1
、
僻
①
）
　
お
す
（
推
1
①
）
　
お
そ
る
（
恐
2
②
、

懐
戦
2
、
怖
①
）
　
お
っ
（
落
1
⑧
）
　
お
ど
ろ
か
す
（
驚
1
②
）
　
お
ど
ろ
く
（
驚
3
③
）
　
お
は
す
（
坐
6
①
、
候
1
）
　
お
ふ
（
追
3
①
、
逐
②
）

お
も
ふ
（
思
3
①
、
懐
1
、
欲
1
4
④
、
想
①
、
憶
①
）
　
お
よ
ぶ
（
及
6
⑳
、
軍
①
）
　
か
す
（
借
6
①
）
　
か
な
ふ
（
叶
2
①
、
合
3
、
協
④
）
　
か
ぶ

る
（
蒙
7
⑩
、
被
1
）
　
か
へ
る
（
還
1
①
、
坂
②
、
返
①
）
　
き
く
（
聞
2
④
）
　
き
た
る
（
来
8
①
）
　
き
は
む
（
窮
1
、
究
②
）
　
く
だ
す
（
下

3
①
、
授
1
）
　
く
だ
る
（
下
2
①
、
降
2
）
　
く
は
だ
つ
（
企
2
③
）
　
く
は
ふ
（
加
5
⑦
）
　
こ
の
む
（
好
2
⑧
、
嘉
1
）
　
こ
ふ
（
乞
1
③
、
請
3
）

さ
ぶ
ら
ふ
（
候
3
⑤
）
　
し
く
（
如
1
①
）
　
し
た
が
ふ
（
随
8
④
、
従
②
）
　
し
む
（
占
1
③
）
　
し
め
す
（
示
2
⑥
）
　
し
り
ぞ
く
（
退
1
②
、
屏
①
）

し
る
（
知
1
2
⑦
）
　
す
（
為
1
6
③
、
欲
2
⑩
、
将
2
）
　
す
つ
（
弄
2
、
舎
①
、
捨
②
）
　
そ
な
ふ
（
備
1
②
）
　
そ
む
く
（
背
2
①
、
禾
②
）
　
た
く
は

ふ
（
蓄
1
②
）
　
た
だ
さ
は
る
（
携
1
③
）
　
た
づ
ぬ
（
尋
1
①
）
　
た
て
ま
つ
る
（
奉
1
7
②
、
進
2
）
　
た
ふ
（
堪
4
③
）
　
た
ま
ふ
（
給
1
8
⑫
、
賜
1
4
）

た
ゆ
（
絶
2
②
）
　
た
る
（
垂
6
⑤
、
低
①
）
　
つ
か
は
す
（
遣
2
①
）
　
つ
く
（
着
1
、
就
②
）
　
つ
く
（
志
3
②
、
喝
①
）
　
つ
ぐ
（
次
1
、
継
1
、

亜
①
）
　
つ
く
す
（
壷
3
①
、
悉
2
①
、
喝
2
）
　
つ
く
る
（
作
5
①
、
造
①
）
　
つ
つ
し
む
（
謹
1
1
①
、
慎
1
①
）
つ
と
む
（
任
1
、
勤
②
）
　
と
ぐ
（
遂

7
④
）
　
な
ぐ
（
投
1
①
、
拙
1
）
　
な
す
（
為
3
⑦
、
生
①
）
　
な
す
（
成
4
⑦
）
　
に
る
（
似
5
④
）
　
の
こ
す
（
残
2
①
、
遺
1
）
　
の
こ
る
（
残

1
①
）
　
の
ぞ
む
（
望
3
②
）
　
の
ぞ
む
（
臨
3
④
）
　
の
る
（
乗
2
②
）
　
は
げ
ま
す
（
励
1
④
）
　
は
じ
ま
る
（
始
1
①
）
　
は
じ
む
（
始
4
①
）
　
は

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

す
（
馳
1
①
）
　
は
づ
（
辱
2
、
恥
①
）
　
は
ら
ふ
（
沸
1
①
）
　
ひ
く
（
引
1
②
、
考
1
、
曳
①
、
控
①
）
　
ひ
ざ
ま
づ
く
（
脆
3
①
）
　
ひ
ら
く
（
開

3
②
、
披
2
②
）
　
ふ
（
経
5
①
、
歴
①
）
　
ふ
す
（
伏
6
、
傭
3
、
臥
①
）
　
ふ
る
（
触
1
①
）
　
へ
だ
つ
　
（
隔
2
②
）
　
は
ど
こ
す
（
施
2
①
）
　
ま

う
く
（
儲
2
②
）
　
ま
う
す
（
申
4
0
②
）
　
ま
か
り
む
か
ふ
（
罷
向
1
②
）
　
ま
ぐ
（
圧
5
①
）
　
ま
ね
く
（
招
2
⑤
）
　
み
る
（
見
2
④
、
観
②
）
　
む

か
ふ
（
向
1
⑤
、
対
②
）
　
め
し
つ
か
ふ
（
召
仕
1
①
）
　
め
す
（
召
3
①
）
　
も
よ
ほ
す
（
催
3
⑤
）
　
も
ら
す
（
漏
1
、
洩
①
）
　
ゆ
る
す
（
免
2
、

聴
②
）
　
よ
る
（
寄
1
、
倍
①
）
よ
る
（
依
2
1
⑰
、
因
2
②
）
　
わ
か
つ
（
分
1
②
）
　
わ
き
ま
ふ
（
弁
4
①
）
　
わ
す
る
（
忘
2
④
）
　
を
は
る
（
了
1
0
、

畢
4
⑨
、
託
②
）

○

漢

語

一

七

語

あ
ん
ず
（
案
1
①
）
　
け
い
す
（
啓
6
⑤
）
　
ご
す
（
期
5
③
）
　
さ
つ
す
（
察
1
①
）
　
さ
ん
ず
（
散
1
①
）
　
し
よ
う
す
（
称
3
②
）
　
し
よ
す
（
虞

9
④
）
　
し
ん
ず
（
進
1
①
）
　
ず
い
じ
ん
す
（
随
身
3
①
）
　
そ
ん
す
（
存
1
③
）
　
た
つ
す
（
達
1
①
）
　
ひ
す
（
秘
1
①
）
　
ひ
ろ
う
す
（
披
露
1
①
）

へ
ん
ず
（
返
3
①
）
　
め
い
ず
（
命
1
④
）
　
ろ
ん
ず
（
論
7
②
）
　
ゐ
す
　
（
達
1
①
）

日
　
形
容
詞
一
六
語

あ
ひ
お
な
じ
（
相
同
1
①
）
　
お
な
じ
（
同
3
③
）
　
お
は
し
（
多
6
④
）
　
か
く
の
ご
と
し
（
如
此
1
7
⑤
）
　
か
た
し
（
難
1
7
⑬
、
匡
1
③
）
　
き
は
ま

り
な
し
（
無
極
1
②
、
元
極
4
）
　
く
ら
し
（
暗
1
①
）
　
し
か
る
べ
し
（
可
然
1
④
）
　
な
が
し
（
永
2
、
長
①
）
　
な
か
れ
（
勿
1
①
、
莫
③
）
　
な

し
（
無
1
0
⑬
、
元
3
6
①
）
　
は
な
は
だ
し
（
甚
1
⑦
）
　
は
や
し
（
早
6
④
、
駿
1
）
　
ひ
さ
し
（
久
7
⑦
）
　
ふ
か
し
（
深
5
⑧
）
　
む
な
し
（
空
2
③
、
虚
①
）

個
　
形
容
動
詞
　
六
語

こ
と
な
り
（
異
1
③
、
殊
①
　
し
き
り
な
り
（
頻
2
⑦
）
　
し
つ
か
な
り
（
静
1
①
）
　
す
み
や
か
な
り
（
速
1
②
、
早
1
）
　
つ
ぶ
さ
な
り
（
具
3
②
）

れ
な
り
（
希
2
、
稀
①
）

㈲
　
副
詞
　
五
二
語

○
和
語
　
五
一
語



あ
た
か
も
（
宛
1
②
）
　
あ
な
が
ち
に
（
強
1
①
）
　
あ
に
（
呈
2
③
）
　
あ
ま
ね
く
（
普
1
、
拾
①
）
　
あ
ら
か
じ
め
（
隷
1
①
）
　
あ
る
い
は
（
或

8
⑫
）
　
い
か
ん
（
如
何
坤
①
、
何
2
）
　
い
は
く
（
云
5
③
、
言
1
、
日
①
）
　
い
は
む
や
（
況
3
②
、
況
哉
1
、
況
乎
①
、
矧
①
）
　
い
ま
だ
（
未

1
1
⑤
）
　
い
よ
い
よ
（
禰
6
②
）
　
お
の
お
の
（
各
3
⑤
）
　
か
さ
ね
て
（
重
2
①
）
　
か
つ
は
（
且
9
②
）
　
か
な
ら
ず
（
必
9
③
）
　
か
ね
て
（
兼
3
①
）

か
れ
こ
れ
（
彼
是
1
、
彼
此
②
）
　
こ
と
さ
ら
（
に
）
（
。
ト
撃
了
、
。
叫
フ
①
）
　
こ
と
に
（
殊
蒜
）
　
さ
だ
め
て
（
定
8
⑧
）
　
さ
ら
に
（
更

埴
⑨
）
　
し
か
し
な
が
ら
（
併
4
①
）
　
し
ば
し
ば
（
屡
1
⑤
）
　
し
ば
ら
く
（
暫
4
①
、
誓
1
）
　
す
こ
ぶ
る
（
頗
6
⑤
）
　
す
で
に
（
巳
埴
⑧
、
既
1
④
）

す
な
わ
ち
（
則
9
⑬
、
即
6
⑤
、
載
①
）
　
た
し
か
に
（
憧
1
、
憧
①
）
　
た
だ
（
只
1
0
⑥
、
但
1
、
唯
①
、
膏
①
）
　
た
だ
し
（
但
埴
⑤
）
　
た
と
ひ

（
縦
5
⑨
）
　
と
も
に
（
共
1
⑥
）
　
な
か
ん
ブ
く
に
（
就
中
2
⑤
）
　
な
は
（
猶
3
⑯
）
　
な
ま
じ
ひ
に
（
悠
1
④
）
　
な
．
ん
ぞ
葡
8
⑦
、
壷
①
）
　
は

な
は
だ
（
甚
7
④
）
　
ひ
と
へ
に
（
偏
1
⑦
）
　
ま
こ
と
に
（
某
2
①
、
誠
2
①
、
良
1
、
実
②
）
　
ま
さ
に
（
方
2
②
、
将
4
）
　
ま
た
（
又
4
②
、
也

1
、
復
①
）
　
ま
ず
（
先
3
⑦
）
　
み
な
（
皆
3
⑦
）
　
も
し
（
若
割
⑦
）
　
も
と
も
（
尤
団
⑭
、
巌
6
①
、
最
2
）
　
も
は
ら
（
専
5
①
）
　
や
う
や
く

（
に
）
（
ヤ
疇
ク
2
③
、
ヤ
ウ
酎
ク
。
①
、
ヤ
ウ
酎
ク
。
①
）
　
や
や
も
す
れ
ば
（
動
1
①
、
良
1
）
　
よ
く
（
能
1
②
、
善
①
）
　
よ
ろ
し
く
（
宜
2
⑦
）
　
わ

づ
か
に
　
（
練
7
①
）

○
漢
語
一
語

せ
う
せ
う
（
少
々
1
③
）

的
　
連
体
詞
　
六
語

あ
る
（
或
2
②
）
　
い
は
ゆ
る
（
所
謂
1
①
）
　
か
の
（
彼
邸
⑬
）
　
き
た
る
（
来
1
③
）
　
こ
の
（
之
5
、
此
1
1
⑩
、
斯
①
）
　
そ
の
（
其
邸
⑳
）

㈲
　
接
続
詞
　
六
語

し
か
の
み
な
ら
ず
（
加
之
3
③
、
加
以
①
）
　
し
か
る
あ
ひ
だ
（
然
問
1
⑧
、
而
間
2
、
而
際
1
）
　
し
か
る
に
（
而
建
⑥
、
然
1
）
　
そ
も
そ
も
（
抑

2
4
⑱
）
　
ま
た
（
又
1
3
④
）
　
よ
り
て
（
仰
2
1
④
）

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

右
の
共
通
語
彙
三
七
七
語
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
和
語
と
漢
語
と
の
比
率
を
、
品
詞
に
分
け
て
ま
と
め
る
と
表
Ⅴ
に
な
る
。

全
体
か
ら
見
る
と
、
七
割
以
上
は
和
語
で
あ
っ
て
、
漢
語
は
名
詞
に
集
中
し
て
い
る
。
漢
語
を
多
用
す
る
文
献
で
あ
っ
て
も
、
共
通
語
彙

は
、
大
多
数
が
和
語
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
共
通
語
彙
の
品
詞
別
比
率
を
ま
と
め
る
と
、
表
Ⅵ
に
な
る
。

全
異
な
り
語
数
で
の
共
通
語
彙
の
比
率
は
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
二
三
％
、
垂
髪
往
来
で
は
二
二
％
で
あ
る
。
一
〇
語
中
、
二
語
強
が

＼ 語nu寿 語漢 計

詞名 37497 72588 001761

詞動 268701 73171 001421

詞動容形 0016 0 0016

詞副 08915 021 00125

他のそ 82 ‾ 82

計 917172 182601 001773

共
通
語
彙
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
延
べ
語
数
で
は
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
五
二
％
、
垂
髪
往
来
で
四

五
％
と
、
半
数
前
後
を
共
通
語
が
占
め
る
。
一
語
当
り
の
使
用
頻
度
を
、
共
通
語
彙
と
非
共
通
語
彙

と
で
比
べ
る
と
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
、
共
通
語
彙
が
五
・
二
回
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
非
共
通

語
彙
は
一
・
五
回
、
垂
髪
往
来
の
場
合
は
、
三
・
八
回
対
一
・
三
回
で
あ
っ
て
、
共
通
語
彙
は
使
用

頻
度
の
高
い
語
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

高
山
寺
本
古
往
来
と
垂
髪
往
来
と
は
、
既
に
見
た
如
く
、
品
詞
別
語
彙
量
が
よ
く
通
ず
る
も
の
ゆ

え
、
品
詞
毎
の
共
通
語
彙
の
比
率
も
、
自
ら
、
似
た
値
い
を
示
す
が
、
共
通
語
彙
の
占
め
る
比
率
が

高
い
品
詞
は
、
連
体
詞
・
接
続
詞
・
副
詞
・
形
容
詞
で
、
名
詞
・
形
容
動
詞
は
大
変
低
く
、
動
詞
は
、

そ
の
中
間
に
位
置
す
る
。
古
往
来
に
於
て
は
、
連
体
詞
・
接
続
詞
・
副
詞
及
び
形
容
詞
と
い
っ
た
品

摘
詞
で
は
、
用
い
ら
れ
る
語
が
固
定
的
で
あ
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
品
詞
の
語
性
か
ら

）
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
表
現
主
体
の
判
断
の
叙
述
の
形
式
が
固
定
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

‥
臥
　
一
般
に
、
二
文
献
の
共
通
語
彙
の
量
は
、
全
語
柔
量
の
多
少
と
相
関
性
が
あ
る
が
、
そ
の
日
で
見

る
と
、
形
容
動
詞
に
於
け
る
共
通
語
彙
の
比
率
の
低
さ
が
注
意
さ
れ
る
。
垂
髪
往
来
に
つ
い
て
見
る

と
、
異
な
り
語
数
で
は
形
容
詞
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
の
に
、
形
容
詞
の
六
二
％
に
対
し
て
、
形
容
動



数五
日
三－ロ

詞品

数語りな異 数語ベ延

語通共 語通抜」17
計

語

率

通

比

共

の
五
口
漑共 語通津tコヶ

計
語

率

通

比

共

の

高

山
寺

本
古

往
来

詞名 761 109 8601 651 927 4921 3202 063

詞動 421 362 783 123 406 024 4201 095

詞計形 61 61 23 05 321 72 051 518

詞動容形 6 13 73 261 11 64 75 391

詞副 25 22 47 307 823 63 463 1叩

詞体連 6 5 11 545 28 21 49 278

詞続接 6 6 21 05 87 11 98 678

詞動感 0 0 0 0 0 0 0 0

計 773 4421 1261 332 6591 5481 1083 515

垂
髪

往
来

詞名 761 7301 4021 831 294 8331 0381 962

詞動 421 032 453 053 954 103 067 406

詞容形 61 01 62 516 98 61 501 848

詞動容形 6 32 92 702 1 8 72 54 04

詞副 25 23 48 916 852 48 243 457

詞体連 6 0 6 001 56 0 56 001

詞続接 6 0 6 001 24 0 24 001

詞動感 0 1 1 0 0 0 1 0

計 77月
U

3331 0171 022 3241 7671 0913 644

古
往
来
の
語
彙
に
つ
い
て

一
二
三
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一
二
四

詞
は
僅
か
二
一
％
で
あ
っ
て
、
名
詞
の
一
四
％
に
近
い
。
こ
れ
は
、
形
容
動
詞
が
、
名
詞
に
次
い
で
漢
語
使
用
率
が
高
く
、
和
語
の
少
な
い

品
詞
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

七
、
お
　
わ
　
り
　
に

高
山
寺
本
古
往
来
と
垂
髪
往
来
の
語
彙
を
比
較
す
る
と
、
共
通
す
る
面
と
相
達
す
る
面
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
専
ら
共
通
性
に
視
点
を

置
い
た
た
め
、
差
異
性
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
触
れ
得
な
か
っ
た
。
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

古
往
来
の
語
彙
構
造
の
特
徴
は
、
計
量
的
方
法
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
し
得
る
け
れ
ど
も
、
語
の
意
義
を
抜
き
に
し
て
は
、
そ
の
本
質
に

は
迫
り
得
な
い
。
譜
の
意
義
に
よ
る
分
類
と
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
結
果
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
、
そ
の
全
体
像
が
明

ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
最
も
基
礎
的
な
作
業
で
あ
る
。

注
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）

『
古
往
来
に
つ
い
て
の
研
究
鮎
鮎
雛
胱
雛
聖
』
（
昭
和
二
四
年
）
。

『
雲
州
往
来
事
禄
本
　
研
究
と
総
索
引
　
本
文
・
研
究
畳
　
（
昭
和
五
七
年
）
第
三
章
。

「
国
語
史
料
と
し
て
の
高
山
寺
本
古
往
来
」
（
前
掲
『
高
山
寺
本
古
往
来
表
白
集
』
）
五
一
二
頁
以
下
。

小
林
芳
規
博
士
『
師
勝
糎
綿
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
昭
和
四
二
年
）
三
五
六
頁
。

『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
　
（
昭
和
三
八
）
　
三
四
四
貢
以
下
。

「
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
三
の
研
究
－
日
本
の
古
典
文
学
作
品
に
於
け
る
－
」
（
「
国
語
学
」
二
四
輯
　
昭
和
三
一
）
。

注
（
3
）
論
文
。

（
付
記
）
　
本
稿
は
第
十
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
（
昭
和
六
十
年
八
月
十
二
日
）
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
基
い
て
い
る
。
席
上
、
御
指
導
を
賜
っ
た
小

林
芳
規
先
生
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。




